
開館を⾒通した具体的な年次計画（段階的整備のイメージ） （案） 

第１フェーズ 
（将来構想の検討・資料整理期） 

第２フェーズ 
（将来構想の具体化・基盤形成期） 

第３フェーズ 
（再開に向けた準備期） 

第４フェーズ 
（再開・本格稼働期） 

全
体

計画の策定 ◎スポーツ博物館将来構想の策定
（将来構想検討会「審議のまとめ」を受けて作成） 

◎将来構想を踏まえた基本計画の
策定

◎将来構想を踏まえた実施計画の
策定

◎展⽰公開に向けた具体策検討

◎新しいスポーツ博物館の再開

運営体制 ◎運営形態・⼈員体制の検討 ◎⼈員確保、⼈材育成
◎⺠間委託の検討

開館に向けた⼯事等 ◎基本設計・実施設計 ◎⼯事 ◎竣⼯

学
術
事
業

既存資料整理 ◎所蔵資料の整理（⽬録整備、
所有権確認など）

◎⽬録データの精緻化

収集・保存 ◎学会との連携による⽅針策定 ◎新たに必要となる資料の受⼊れ・整理

調査研究 ◎資料価値体系化（優先するもの）
＜研究者を交えたワーキンググループ＞

◎資料価値体系化（⾮優先のもの）
＜研究者を交えたワーキンググループ＞

◎調査研究を踏まえた展⽰公開等
の企画⽴案

◎調査研究成果の活⽤

普
及
活
⽤
事
業

展⽰公開 ◎（⾃館での）展⽰公開の休⽌ ◎（⾃館での）展⽰公開の準備 ◎（⾃館での）展⽰公開の開始
◎他館等との連携による展⽰・公開

◎秩⽗宮殿下御遺品室（仮称）の
展⽰⼯事

◎秩⽗宮殿下御遺品室（仮称）の
限定公開

◎秩⽗宮殿下御遺品室（仮称）の
全⾯公開

教育普及 ◎教育普及プログラムの内容検討 ◎教育普及プログラムの⼀部試⾏・
⾒直し

◎教育普及プログラムの実施

交流 ◎ネットワークの構築に向けた準備 ◎ネットワークの構築・本格始動 ◎ネットワークの充実

※各項⽬の内容は、各フェーズ間の前後に重なる部分があると考えられる。

資料３




